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調
査
は
昨
年
５
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
実
施
。
大

規
模
修
繕
の
工
事
内
訳
や

設
計
コ
ン
サ
ル
業
務
従
事

者
の
業
務
量
な
ど
に
つ
い

て
尋
ね
て
い
る
。
直
近
３

年
間
に
受
注
し
た
大
規
模

修
繕
に
関
す
る
設
計
コ
ン

サ
ル
業
務
の
実
績
が
あ
る

企
業
２
３
５
２
社
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
郵
送
し
、
１
３

４
社
か
ら
９
４
４
サ
ン
プ

ル
分
の
回
答
を
得
た
（
回

収
率
５
・
７
％
）。

同
省
は
「
工
事
内
訳
に

過
剰
な
工
事
項
目
・
仕
様

の
設
定
な
ど
が
な
い
か
」

「
戸
当
た
り
・
床
面
積
当

た
り
の
工
事
金
額
が
割
高

と
な
っ
て
い
な
い
か
」「
設

計
コ
ン
サ
ル
の
業
務
量
、

特
に
工
事
監
理
に
お
け
る

業
務
量
が
著
し
く
抑
え
ら

れ
て
い
な
い
か
」
な
ど
と

い
っ
た
点
を
事
前
検
討
す

る
際
に
有
効
だ
と
し
て
い

る
。

◇

設
計
コ
ン
サ
ル
業
務
の

内
訳
は
、業
務
量
の
ウ
エ
ー

ト
か
ら
見
る
と
「
工
事
監

理
」
が
４
０
・
３
％
で
最
も

多
い
。
「
設
計
」
が
３
１
・

８
％
、
「
調
査
・
診
断
」
が

１
５
・
２
％
で
続
く
。
工
事

回
数
別
に
み
て
も
１
回
目
、

２
回
目
、３
回
目
以
上
で
ト

ッ
プ
３
に
違
い
は
な
か
っ

た
。コ

ン
サ
ル
業
務
量
は
「
１

０
０
人
×
１
時
間
～
２
０

０
人
×
１
時
間
」が
最
多
の

３
１
・
１
％
。
工
事
回
数
３

回
目
以
上
で
は
「
１
０
０
人

×
１
時
間
」
が
３
３
・
３
％

で
最
も
多
く
な
り
、
１
回

目
、
２
回
目
で
最
多
だ
っ
た

「
１
０
０
人
×
１
時
間
～

２
０
０
人
×
１
時
間
」
は
１

８
・
４
％
に
減
少
し
て
い

る
。業

務
実
施
時
間
は「
１
年

～
１
年
半
」
が
２
９
・
５
％

を
占
め
最
多
。
業
務
内
容
別

「
７５
万
～
１００
万
円
」が
30
・６
％

大
規
模
修
繕
で
初
の
実
態
調
査

戸
当
た
り

工

事

費
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で
み
る
と
、「
調
査
・
診
断
」

に
係
る
実
施
時
間
は
「
１
カ

月
～
３
カ
月
」
が
４
５
・

９
％
、
「
設
計
」
、「
施
工
会

社
選
定
協
力
」
、
「
工
事
監

理
」
は
「
３
カ
月
～
半
年
」

が
そ
れ
ぞ
れ
４
２
・
６
％
、

４
６
・
８
％
、
６
１
・
５
％

で
最
も
多
く
、
「
長
期
修
繕

計
画
の
見
直
し
」
は
３
５
・

２
％
で
「
１
カ
月
～
３
カ

月
」
が
最
多
だ
っ
た
。

工
事
金
額
別
に
み
た
コ

ン
サ
ル
業
務
量
は
マ
ン
シ

ョ
ン
の
個
別
性
に
よ
る
ば

ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、同

省
で
は
「
工
事
金
額
が
増
加

す
る
に
つ
れ
業
務
量
も
増

加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
」

と
指
摘
す
る
。

得
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
が

国
土
交
通
省
は
５
月
１
１
日
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
工
事
に
関
す
る
実
態
調
査
」
結
果
を
発
表
し
た
。
管
理

組
合
の
利
益
と
相
反
す
る
立
場
に
立
つ
「
不
適
切
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
問
題
を
踏
ま
え
、
大
規
模
修
繕
工
事
の
設
計
・

監
理
業
務
を
受
託
す
る
設
計
コ
ン
サ
ル
業
者
を
対
象
に
、
業
務
の
内
容
や
業
務
量
な
ど
を
尋
ね
た
。
結
果
か
ら
は
コ
ン

サ
ル
業
務
内
容
別
・
工
事
金
額
別
に
み
た
業
務
時
間
な
ど
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
同
省
は
「
設
計
コ
ン
サ
ル
や
施

工
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
る
見
積
も
り
内
容
と
調
査
結
果
と
を
比
較
し
て
事
前
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
工
事

発
注
な
ど
へ
の
活
用
が
期
待
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

最
も
多
か
っ
た
工
事
費

「
２
０
０
０
～
４
０
０

０
万
円
」
の
工
事
で
は

「
１
０
０
人
×
１
時
間

～
２
０
０
人
×
１
時
間
」

の

割

合

が

最

多

の

３

６
・
６
％
。

戸
数
別
に
み
た
コ
ン

サ
ル
業
務
量
で
も
最
も

サ
ン
プ
ル
数
の
多
か
っ

た
「
３
１
～
５
０
戸
」
の

場
合
、
「
１
０
０
人
×
１

時
間
～
２
０
０
人
×
１

時
間
」
が
最
多
の
３
９
・

３
％
、
床
面
積
別
に
み
て

も
、
最
も
サ
ン
プ
ル
数
の

多
い
「
２
０
０
０
平
方
㍍

～
４
０
０
０
平
方
㍍
」
で

は
、
同
回
答
が
３
５
・

４
％
で
最
多
。

業
務
内
容
別
に
み
た

コ
ン
サ
ル
業
務
量
は
、
２

０
０
０
～
４
０
０
０
万

円
の
工
事
の
場
合
、
「
調

査
・
診
断
」
で
は
「
～
２

５
人
×
１
時
間
」
が
５

３
・
７
％
で
最
多
。
「
設

計
」
で
は
「
２
５
人
×
１

時
間
～
５
０
人
×
１
時

間
」（
４
３
・
８
％
）
、「
施

工
会
社
選
定
協
力
」
で
は

「
～
２
５
人
×
１
時
間
」

（
７
１
・
２
％
）、「
工
事

監
理
」
で
は
「
２
５
人
×

１
時
間
～
５
０
人
×
１

時
間
」
（
３
９
・
７
％
）
、

「
長
計
の
見
直
し
」
で
は

「
～
２
５
人
×
１
時
間
」

（
５
５
・
９
％
）
が
そ
れ

ぞ
れ
最
も
多
か
っ
た
。
２

０
０
０
万
円
ま
で
の
工

事
に
お
け
る
「
長
計
の
見

直
し
」
で
は
「
７
５
人
×

１
時
間
～
１
０
０
人
×

１
時
間
」
が
６
８
・
８
％
。

◇

大
規
模
修
繕
に
つ
い

て
、
工
事
金
額
の
内
訳
は

「
仮
設
工
事
」
（
１
９
・

２
％
）
、「
外
壁
塗
装
」（
１

７
・
３
％
）
、
「
床
防
水
」

（
１
１
・
５
％
）
の
順
。

工
事
回
数
別
で
は
１
回

目
、
２
回
目
ま
で
は
ト
ッ

プ
３
は
変
わ
ら
な
い
が
、

３
回
目
以
上
で
は
「
建

具
・
金
物
等
」
（
１
１
・

６
％
）
が
３
位
。
工
事
金

額
は
「
２
０
０
０
万
円
～

４
０
０
０
万
円
」
が
最
多

の
２
７
・
０
％
。

戸
当
た
り
工
事
費
は

「
７
５
万
円
～
１
０
０

万
円
」
が
３
０
・
６
％
で

最
多
。
「
１
０
０
万
円
～

１
２
５
万
円
」
が
２
４
・

７
％
で
続
く
。
工
事
回
数

別
で
は
１
回
目
、
２
回
目

ま
で
は
「
７
５
万
円
～
１

０
０
万
円
」
が
最
も
多
い

が
、
３
回
目
以
上
で
は

「
５
０
万
円
～
７
５
万

円
」
が
最
多
（
２
４
・

６
％
」
。（
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
新
聞
１
０
７
１
号
）

設
計
コ
ン
サ
ル
の
業
務
量
も

国交省

戸当たり工事金額
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者
の
元
社
員
に
よ
る
管

理
費
等
の
着
服
。

管
理
処
分
基
準
で
は

業
務
停
止
は
③
⑤
を
合

わ
せ
計
３
７
日
だ
が
、

同
整
備
局
に
よ
れ
ば
、

事
案
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
⑤
は
軽
減
措
置
が

取
ら
れ
、
指
示
処
分
に

な
っ
て
い
る
。

同
社
に
よ
れ
ば
、
違

反
行
為
は
全
て
同
じ
マ

ン
シ
ョ
ン
で
起
き
た
。

社
内
調
査
で
元
社
員
の

業
務
停
止
命
令

３
月

３０
日
か
ら

４
月

28
日
ま
で

元
社
員
が
着
服

国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
は
３
月
１
６

日
、
大
林
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
ズ
（
本
社
東
京
、

三
浦
良
介
社
長
）
に
対

し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
法
に
基
づ
く
業

務
停
止
と
指
示
処
分
を

行
っ
た
、
と
発
表
し
た
。

業
務
停
止
期
間
は
３
月

３
０
日
か
ら
４
月
２
８

日
ま
で
。
新
規
契
約
の

締
結
等
が
禁
止
さ
れ

る
。処

分
理
由
は
①
従
前

と
同
一
条
件
の
管
理
受

託
契
約
更
新
で
全
区
分

所
有
者
に
対
す
る
重
要

事
項
書
面
の
事
前
の
未

交
付
②
従
前
と
同
一
条

件
の
管
理
受
託
契
約
更

新
で
管
理
者
等
へ
の
重

要
事
項
書
面
の
事
前
の

未
交
付
と
未
説
明
③
保

管
口
座
の
印
鑑
保
管
④

管
理
者
等
へ
の
月
次
の

会
計
収
支
書
面
で
事
実

と
異
な
る
記
載
⑤
管
理

者
等
へ
の
管
理
事
務
報

告
で
管
理
受
託
契
約
の

内
容
の
未
報
告
と
会
計

収
支
の
事
実
と
異
な
る

報
告
⑥
管
理
業
務
主
任

国交省近畿整備局

「団
地
型
」で
敷
地
売
却
可
能
に

建
替
え
円
滑
化
法

施
行
規
則
を
改
正

標
準
規
約
も
一
部
見
直
し

着
服
が
分
か
り
、
そ
の

後
①
～
⑤
の
違
反
も
発

覚
し
た
。
元
社
員
は
着

服
を
認
め
て
い
る
。
同

整
備
局
に
は
報
告
し
、

違
反
は
是
正
さ
れ
て
い

る
。
他
の
受
託
物
件
で

国交省

国
土
交
通
省
は
３
月

３
０
日
、「
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
替
え
等
の
円
滑
化

に
関
す
る
法
律
」
の
施

行
規
則
を
改
正
し
た
。

同
法
に
基
づ
く
敷
地
売

却
制
度
を
活
用
し
た
、

団
地
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の

再
生
の
円
滑
化
を
促
進

す
る
目
的
で
、
一
団
地

内
に
あ
る
要
除
却
認
定

マ
ン
シ
ョ
ン
と
敷
地
を

一
括
し
て
全
部
買
い
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
、

買
い
受
け
人
に
対
し
買

い
受
け
計
画
の
認
定
申

請
時
に
他
棟
の
申
請
予

定
時
期
を
記
載
す
る
よ

う
、
定
め
て
い
る
。

施
行
規
則
の
改
正
に

伴
い
、
基
本
方
針
（
告

示
）
と
「
耐
震
性
不
足

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る

マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
見

直
し
た
。
棟
間
で
の
手

続
き
の
同
時
一
体
性
や

区
分
所
有
者
の
衡
平
性

を
担
保
す
る
た
め
、
基

本
方
針
で
は
▽
全
棟
が

マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却

組
合
を
設
立
（
設
立
時

期
は
同
一
と
す
る
）
し
、

交
互
に
連
携
す
る
▽
分

配
金
取
得
計
画
の
権
利

消
滅
期
日
を
同
日
と
す

る
▽
買
い
受
け
人
は
単

独
、
ま
た
は
共
同
で
申

請
す
る
―
こ
と
な
ど
を

明
記
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
▽
計
画
段
階
ま
で

は
団
地
全
体
で
合
意
形

成
や
事
業
の
具
体
化
を

進
め
る
▽
要
除
却
認
定

申
請
段
階
で
全
棟
の
売

却
を
前
提
と
し
た
手
続

き
を
行
う
旨
団
地
全
体

で
確
認
し
て
お
く
―
な

ど
の
内
容
を
新
た
に

盛
り
込
ん
だ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
標
準

管

理

規

約

（

団

地

型
）
・
同
コ
メ
ン
ト
も

同
日
改
正
し
、
団
地
修

繕
積
立
金
の
使
途
に

関
す
る
規
定
な
ど
の

見
直
し
を
行
っ
た
。
２

８
条
に
は
敷
地
売
却

組
合
設
立
認
可
ま
で

に
、
敷
地
売
却
に
係
る

計
画
な
ど
に
必
要
な

場
合
に
は
、
団
地
修
繕

積
立
金
を
取
り
崩
し

て
経
費
に
充
当
で
き

違
反
は
な
か
っ
た
。

同
社
は
被
害
額
を

全
額
弁
済
し
、
元
社
員

は
懲
戒
解
雇
し
た
。
刑

事
告
訴
も
し
て
い
る
。

被
害
額
や
元
社
員

の
着
服
期
間
は
「
被
害

管
理
組
合
さ
ま
に
関

わ
る
こ
と
で
す
の
で
、

回
答
を
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
し

て
い
る
。

同
社
に
よ
れ
ば
、
被

害
に
遭
っ
た
管
理
組

合
の
分
別
管
理
の
方

法
は
「
イ
」
で
、
着
服

が
行
わ
れ
た
の
は
「
収

納
口
座
お
よ
び
保
管

口
座
」
。

同
整
備
局
に
よ
れ

ば
今
回
の
処
分
で
は
、

保
管
口
座
の
印
鑑
を

使
っ
た
「
保
管
口
座
か

ら
の
出
金
で
は
な
い
」

た
め
、
保
管
口
座
の
印

鑑
で
財
産
を
毀
損
し

た
場
合
の
業
務
停
止

６
０
日
は
適
用
さ
れ

て
い
な
い
。

昨
年
３
月
末
の
同

社
の
総
合
管
理
受
託

規
模
は
、
２
５
組
合
１

８
３
５
戸
（
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
新
聞
調
べ
）
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

新
聞
１
０
６
７
号
）

る
、
な
ど
と
追
記
し
て

い
る
。

団
地
型
の
マ
ン
シ
ョ

ン
敷
地
売
却
の
制
度
構

築
は
昨
年
８
月
か
ら

「
住
宅
団
地
の
再
生
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
で
進
め
て
お
り
、

中
間
取
り
ま
と
め
と
し

て
今
回
の
改
正
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

同
制
度
は
土
地
な
ど

を
共
有
す
る
全
棟
の
耐

震
性
が
不
足
す
る
場
合

に
、
各
棟
で
５
分
の
４

の
敷
地
売
却
決
議
を
行

う
こ
と
で
、
団
地
全
体

の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
そ
の

敷
地
を
買
い
受
け
人
に

売
却
で
き
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。（
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
新
聞
１
０
６

８
号
）

保管口座の印鑑所持 大

林

フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
ー
ズ
に


